
松山聖陵高等学校の一層の前進

松山聖陵高校生としてめざす人間像

校 訓
礼儀 あいさつができる
信義 約束を守り義務を果たす
明朗 明るく公正な生活態度

教 育 目 標
責任感が強く 教養の高い 誠実で穏健な
人物の育成

共に 学び 磨き 高めあう
① 規律ある生活習慣の確立
② 学力の向上と体力、気力の充実
③ 豊かで美しい情操の陶冶
④ 人間尊重と奉仕的精神の育成

生き方 在り方指導（知・徳・体の具体化）

（１）教科指導・ホームルーム活動・全校集会・学校行事等 （２）学校・家庭・地域との連携

教 科 指 導

（１）生徒の興味・関心を喚起する授業の工夫

（２）基礎・基本の反復学習の徹底

（３）全校的な課題学習の取組

（４）成績不振者に対する個別指導の徹底

（５）社会に適応する知識・技能の養成

生 徒 指 導 目 標

１ 基本的生活習慣の確立
（１）遅刻・欠席の防止
（２）服装・頭髪規定の遵守
（３）あいさつの励行

２ 公共心の養成
（１）法令・校則の遵守
（２）公共心・道徳心の育成
（３）礼儀・マナーの向上

教 師 の 取 り 組 む 姿 勢

１ 「見逃さない！」 全教職員の共通理解のもと「基本的なこと」や「当たり前のこと」をきちんとさせ
る指導を根気強く推進する。

２ 「意欲を育てる！」 生徒一人一人をよく理解し、激励し、助言することを通して生徒の意欲を喚起する。

３ 「授業を真剣に！」 授業を大切にする習慣を育てることを通して、「学習の一元化」を図る。

４ 「けじめをつけさせる！」 ルール無視や身勝手な言動には、厳しい姿勢で対処し「節度ある生活態度」の
育成を図る。

５ 「担任への連絡を！」 あらゆる指導事項をホームルーム担任へ連絡し、担任は生徒一人一人の状況を正確
に把握する。

進 路 指 導

能力・適性に応じた進路を自ら考え、自ら決定する姿勢を育成するため、全教職員の協力により組織的、計画的
に努力する。

１年生 生活・学習指導を中心に生徒の自己理解を図る。
２年生 進路の決定と自己実現のための学力・意識・姿勢の確立。
３年生 自己実現と高校生活の集大成を図る。

○ 進路ガイダンス・ホームルーム活動・総合的な学習の時間を通して、進路意識の高揚を図る。
○ 実力テスト・模擬試験等を利用して学力の把握・向上を図る。
○ 各学年に応じて、健全な人生観・職業観の育成を図る。

松山聖陵高校生としての自覚を持ち、校歌を元気よく、自信を持って歌える生徒を育てる。
○ 生徒一人一人に対する、きめ細かな指導。
○ 一貫性（いつでも、どこでも、誰でも）・継続性・徹底性のある指導。（許容でなく受容的態度で生徒に接す

る。

学校教育法４２条の高等学校における教育目標に応じた教育活動。
① 国家及び社会の有為な形成者として必要な資質を養う。
② 個性に応じて将来の進路を決定させ、一般的な教養を高め、専門的な技能に習熟させる。



自 己 実 現 の 達 成

１ 基本的生活習慣の確立

（１） 年間出席率９８％以上、遅刻ゼロの日の達成
（２） 前年比特別指導数１０％減、重複特別指導者数ゼロ

２ 学力の向上
（１） 松山大学合格率１００％、国公立大学合格率９０％以上（特進コース）
（２） パソコン検定合格率で県下トップクラスを目指す（情報コース）
（３） 大学進学希望者の進学達成率１００％（進学コース）
（４） ３級自動車整備士試験合格率１００％（自動車工学科）
（５） 資格取得率１００％（機械科）
（６） 全国製図コンクール及び県内建築競技設計入賞者１００％を目指す（建築科）

３ 進路指導の充実

（１） 学校紹介就職希望者内定率１００％
（２） 現役進学率１００％

平 成 ２１ 年 度 の 実 現 目 標 課 題

１ 学力向上を目指す主体的な実践
２ 自ら学び、自ら考える力の育成
３ 教科指導・生徒指導・進路指導の充実と一元化
４ 情操教育の充実
５ キャリア教育の推進
６ 部活動の充実
７ ボランティア精神の育成
８ 松山聖陵高校生らしい端正な身だしなみの定着
９ きめ細かなホームルーム経営の実践

１０ 生徒指導における教職員の意識統一

学校・家庭・地域との連携

１ 学校行事

（１）家庭や地域社会での生活体験
（２）自然との触れあいを図る
（３）地元産業・文化の理解
（４）地域との交流

２ ボランティア活動

（１）地域の清掃美化
（２）おもいやりの心の育成

３ 社会人活用事業

（１）地域社会の産業・文化理解
（２）地域に役立つ人間の育成

４ 学習活動

（１）地域との交流
（２）郷土を愛する心の育成


